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専
門
学
科
に
お
け
る
最
終
学
年
で
の

履
修
科
目
の
一
つ
で
あ
る
「
課
題
研

究
」
。
三
年
生
全
員
が
、
こ
れ
ま
で
の
学

習
の
集
大
成
と
し
て
、
興
味
関
心
の
あ

る
テ
ー
マ
ご
と
に
課
題
を
設
定
し
、
そ

の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
む
主
体
的
な

学
習
で
す
。
今
年
度
は
、「
起
業
家
」「
作

品
制
作
」
「
調
査
研
究
」
「
高
度
資
格
取

得
」「
小
論
文
」
の
テ
ー
マ
が
設
定
さ
れ
、

個
人
ま
た
は
小
グ
ル
ー
プ
で
活
動
に
励

み
ま
し
た
。
研
究
過
程
で
は
、
企
業
や
地

域
と
の
連
携
や
、
学
校
外
で
の
活
動
、

「
き
ゃ
ー
も
ん
祭
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

も
実
施
し
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
の
あ

る
授
業
の
一
つ
で
す
。 

こ
の
成
果
を
下
級
生
に
伝
え
、
次
年

度
以
降
の
さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な
げ
る

た
め
に
、
２
月
３
日
、
ｓ
ｓ
プ
レ
ゼ
ン
大

会
を
実
施
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
本
校
は
重
点
目
標
の
一
つ
に

「
自
分
の
考
え
を
分
か
り
や
す
く
伝
え

る
こ
と
が
で
き
る
生
徒
を
育
成
す
る
」

こ
と
を
掲
げ
て
お
り
、
ｓ
ｓ
プ
レ
ゼ
ン

大
会
は
、
課
題
研
究
以
外
に
も
幅
広
い

生
徒
の
活
動
を
発
表
す
る
場
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

本
校
生
の
活
躍
の
舞
台
は
校
内
に
と

ど
ま
ら
ず
、
ｓ
ｓ
プ
レ
ゼ
ン
大
会
で
は
、

佐
賀
県
商
業
部
会
主
催
の
「
ビ
ジ
ネ
ス

ス
ク
ー
ル
」
活
動
報
告
や
、「
未
来
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト 

海
外
研
修
」
で 

の
報
告
、
佐
賀 

県
商
業
研
究
発
表
会
で
披
露
し
た
研
究

発
表
な
ど
充
実
し
た
活
動
成
果
も
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
一
、
二
年
生
の
フ

レ
ッ
シ
ュ
な
発
表
も
、
プ
レ
ゼ
ン
大
会

に
華
を
添
え
ま
し
た
。 

課
題
研
究
の
部
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

課
題
研
究
グ
ル
ー
プ
か
ら
８
グ
ル
ー
プ

が
、
一
般
の
部
で
は
、
全
学
年
か
ら
９
つ

の
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
が
発
表
を
行

い
ま
し
た
。 

 

ど
の
発
表
も
素
晴
ら
し
く
、
堂
々
と

し
た
魅
力
あ
る
も
の
ば
か
り
で
、
生
徒

た
ち
も
興
味
深
く
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。 

 

課
題
研
究
の
部
は
、
校
長
先
生
・
教
頭

先
生
・
白
武
先
生
（
学
年
主
任
）・
中
村

先
生
（
特
活
主
任
）
に
よ
る
審
査
が
行
わ

れ
、
最
優
秀
賞
は
調
査
研
究
『
フ
ー
ド
ロ

ス
を
改
善
で
き
る
か
』
チ
ー
ム
、
優
秀
賞

は
高
度
資
格
取
得
『
自
分
の
欲
し
い
知

識
を
つ
け
る
』
チ
ー
ム
が
受
賞
し
ま
し

た
。
ま
た
、
一
般
の
部
で
の
発
表
者
に

は
、
全
グ
ル
ー 

プ
に
校
長
賞
が 

贈
ら
れ
ま
し
た
。 

 

佐
賀
商
業
高 

校
生
の
プ
レ
ゼ 

ン
能
力
の
高
さ 

が
証
明
さ
れ
た
、 

素
晴
ら
し
い
大 

会
で
し
た
。 
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題字：田中皇洋先生 

令
和
５
年
度 

佐
賀
県
立
佐
賀
商
業
高
等
学
校
学
校
新
聞 

1年間の活動成果を発表、発信、さらなる発展へ 
佐賀商業高校は、「誠実・努力」を校訓に、他者を思いやり、自ら学び、自分の考えを分かりやすく伝え、地域の期待に応える生徒を育成します。魅力ある学校づくりを推進します。 

早
い
も
の
で
、
三
年
生
は
学
年
末

考
査
真
っ
只
中
。
最
終
登
校
日
を
前

に
合
格
体
験
発
表
会
を
実
施
し
、
代

表
生
徒
が
後
輩
た
ち
に
目
標
達
成

の
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
授
し
て

く
れ
ま
し
た
。 

就
職
内
定
者
か
ら
は
、
事
務
職
・

金
融
事
務
職
や
総
合
職
、
営
業
職
、

製
造
職
、
公
務
員
な
ど
興
味
関
心
や

適
性
に
応
じ
た
様
々
な
職
種
に
就

く
７
名
が
、
進
学
内
定
者
か
ら
は
、

福
岡
大
学
、
滋
賀
大
学
、
立
教
大
学
、

佐
賀
大
学
に
合
格
を
果
た
し
た
５

名
が
自
身
の
体
験
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。 

「
自
己
分
析
を
し
っ
か
り
す
る

こ
と
」
「
評
定
を
５
に
近
づ
け
て
お

く
と
進
路
の
幅
が
広
が
る
」
「
企
業

が
ど
の
よ
う
な
人
材
を
望
ん

で
い
る
の
か
研
究
を
」
「
職
場

見
学
か
ら
面
接
が
始
ま
る
」

「
一
年
生
の
う
ち
に
勉
強
や

資
格
取
得
を
頑
張
っ
て
お
け

ば
よ
か
っ
た
」
「
自
分
の
言
葉

で
伝
え
る
こ
と
が
大
切
」
「
マ

イ
ン
ド
マ
ッ
プ
で
思 

考
の
幅
を
広
げ
る
練 

習
も
効
果
的
」
「
す
ぐ 

に
改
善
す
る
こ
と
、 

さ
ぼ
ら
な
い
こ
と
が 

コ
ツ
」
「
笑
顔
で
ハ
キ 

ハ
キ
」
な
ど
、
経
験 

に
基
づ
い
た
具
体
的 

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
た 

く
さ
ん
い
た
だ
き
ま 

し
た
。 

佐
賀
商
業
高
校
で
は
、
進
学
時
や

就
職
時
は
も
と
よ
り
、
今
後
の
社
会

人
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
力
を
育

成
し
よ
う
と
、
様
々
な
形
で
の
「
発

表
」「
プ
レ
ゼ
ン
」
を
重
視
し
て
い
ま

す
。
様
々
な
授
業
の
中
で
、
一
枚
レ

ポ
ー
ト
や
発
表
、
作
品
の
展
示
、
グ

ル
ー
プ
討
議
の
機
会
が
設
定
さ
れ

て
い
ま
す
。 

今
回
は
、
「
佐
賀
県
の
魅
力
を
生

か
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
企
業

に
提
案
し
よ
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
、

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
自
分
ご
と
、
実
践
、
発

信
！
」
活
動
の
ま
と
め
と
し
て
、
実

態
把
握
や
情
報
収
集
を
踏
ま
え
た

ア
イ
デ
ィ
ア
提
案
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
司
会
、
タ
イ
ム
キ
ー
パ
ー
、
パ

ソ
コ
ン
係
、
発
表
係
な
ど
の
役
割
分

担
を
行
い
、
夏
休
み
の
課
題
や
こ
れ

ま
で
の
活
動
を
も
と
に
短
時
間
で

練
り
上
げ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
を
発
表
、

ク
ラ
ス
代
表
チ
ー
ム
が 

学
年
プ
レ
ゼ
ン
大
会
に 

臨
み
ま
し
た
。 

１
月
25

日
の
学
年
大 

会
で
は
、
校
長
先
生
を 

は
じ
め
先
生
方
も
審
査 

員
を
務
め
て
い
た
だ
き
、 

大
人
数
を
前
に
し
た
初
め
て
の
プ

レ
ゼ
ン
に
緊
張
し
つ
つ
も
、
ど
の
ク

ラ
ス
も
一
生
懸
命
に
発
表
し
て
く

れ
ま
し
た
。 

「
伝
え
る
」
こ
と
を
目
標
に
、
対

話
形
式
や
寸
劇
を
取
り
入
れ
た
発

表
、
動
画
、
ス
ラ
イ
ド
の
工
夫
が
な

さ
れ
て
お
り
、
発
表
を
通
し
て
、
佐

賀
の
新
た
な
魅
力
を
発
見
す
る
こ

と
も
で
き
ま
し
た
。 

今
後
の
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を
形
に
す

る
取
り
組
み
へ
の
発
展
に
大
き
な

期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
！ 

未
来
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
海
外

研
修
や
観
光
の
高
校
と
の
交
流
事

業
、
西
九
州
大
学
と
の
連
携
な
ど
、

国
際
交
流
に
も
力
を
入
れ
て
い
る

本
校
に
、
１
月
11

日
、
韓
国
の
デ
イ

ル
観
光
高
校
か
ら
十
五
名
の
高
校

生
が
訪
問
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

デ
イ
ル
観
光
高
校
と
は
以
前
よ

り
交
流
を
続
け
て
お
り
、
今
後
は
お

互
い
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
受
け
入

れ
や
本
校
生
の
韓
国
訪
問
も
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。 

当
日
は
、
二
年
五
組
の
生
徒
が
英

語
で
学
校
紹
介
を
行
い
、
デ
イ
ル
観

光
高
校
の
生
徒
か
ら
は
、
韓
国
で
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
様
子
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

記
念
の
色
紙
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま

し
た
。
最
初
は
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た
生

徒
た
ち
も
徐
々
に
打
ち
解
け
、
韓
流

ア
イ
ド
ル
や
日
本
の
漫
画
文
化
、

「
推
し
活
」
に
つ
い
て
英
語
や
ジ
ェ

ス
チ
ャ
ー
を
交
え
、
話
が
弾
ん
で
い

た
よ
う
で
す
。
若
い
世
代
な
ら
で
は

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
駆
使
し
た
情
報
交
換

も
行
い
、
楽
し
み
な
が
ら
国
際
交
流

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

一
月
一
日
に
起
き
た
能
登
半
島

地
震
を
受
け
、
佐
賀
商
業
高
校
生
が

「
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
し

た
い
！
」
と
、
生
徒
会
役
員
が
中
心

と
な
っ
て
活
動
し
ま
し
た
。 

 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
「
レ

イ
ン
ボ
ー
ハ
ウ
ス
」
様
と
「か
さ
さ

ぎ
の
里
」
様
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
、
全
校
生
徒
・
職
員
の
有
志
か
ら

注
文
を
取
り
、
商
品
を
発
注
、
商
品

に
募
金
金
額
を
上
乗
せ
し
て
販
売

す
る
こ
と
で
、
『
お
い
し
い
ク
ッ
キ

ー
を
食
べ
て
応
援
』
す
る
販
売
会
を

実
施
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
高
校
生
に
で
き
る
こ
と
の

一
つ
に
、
震
災
を
風
化
さ
せ
な
い
こ

と
も
あ
る
と
考
え
、
12

年前

の
未

曽
有
の
災
害
と
い
わ
れ
た
東
日
本

大
震
災
に
つ
い
て
改
め
て
学
ぶ
た

め
に
、
被
害
と
復
興
の
様
子
パ
ネ
ル

展
（宮
城
県

か
ら
デ
ー
タ
提
供
）
や
、

支
援
物
資
〇×

パ
ネ
ル
の
製
作
・展

示
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。 

文
化
祭
等
で
バ
ザ
ー
を
実
施
し

た
三
年
生
や
部
活
動
か
ら
、
収
益
の

募
金
協
力
も
あ
り
、
大
き
な
力
と
な

り
ま
し
た
。 

商
品
の
注
文
や
発
注
、
仕
分
け
、

販
売
な
ど
裏
方
の
作
業
も
経
験
し

商
業
高
校
な
ら 

で
は
の
活
動
と
な 

り
ま
し
た
。
今 

後
も
様
々
な
形 

で
「
気
持
ち
を 

形
に
」
し
た
い 

と
思
い
ま
す
。 

２月の行事予定 
１ 木  

２ 金 SS プレゼン大会 

３ 土  

４ 日 全商商業経済検定 

５ 月 ①②授業 

６ 火 
特色選抜試験 
※生徒は自宅学習 

７ 水 漢字テスト⑨ 

８ 木  

9 金 ３年最終登校日 

10 土 剣道場工事 

11 日 祝）建国記念の日 

12 月 振替休日 

13 火 特色選抜合格発表 

14 水 英単テスト⑤ 

15 木  

16 金  

17 土  

18 日 
実用英語検定二次 
全経簿記検定 

19 月 
ｴｲｽﾞ予防講話 1 年 
小論文講座 2 年 

20 火  

21 水 学年末考査 

22 木  

23 金 祝）天皇誕生日 

24 土  

25 日 日商簿記検定 

26 月  

27 火  

28 水 同窓会入会式準備 

29 木 卒業式予行 

１ 金 卒業証書授与式 

変更になる場合もあります 

 

優秀賞を受賞した 

高度資格取得Ⅱ 

最優秀賞は 

調査研究チーム 

 


